
 

  

黒
井
堰
は
、
一
七
九
四
年
に
、
米
沢
藩
主
の
上

杉
鷹
山
に
よ
る
藩
政
改
革
の
一
環
で
整
備
さ
れ

た
施
設
で
あ
る
。 

 

当
時
、
水
不
足
に
苦
し
ん
で
い
た
北
条
郷
（
現

在
の
米
沢
市
〜
南
陽
市
）
に
水
を
引
く
た
め
に
、

勘
定
奉
行
の
黒
井
半
四
郎
忠
寄
に
命
じ
て
事
業

に
着
手
し
た
。
堰
名
の
由
来
は
、
黒
井
忠
寄
の
功

績
を
称
え
た
も
の
で
あ
る
。 

最
上
川
を
堰
上
げ
、
米
沢
市
北
部
か
ら
南
陽
市

ま
で
の
約
三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
水
路

は
、
国
営
・
県
営
事
業
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

水
路
と
な
っ
て
い
る
が
、
置
賜
地
域
の
農
業
を
支

え
る
重
要
な
灌
漑
施
設
と
し
て
、
今
も
変
わ
ら
ず

活
躍
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
旧
黒
井
堰
水
路
は
歴
史
的
価
値
だ
け
で

な
く
、
自
然
環
境
を
守
る
た
め
の
施
設
と
し
て
も

一
躍
を
担
っ
て
い
る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①黒井半四郎像（米沢市上杉博物館所蔵）②上杉鷹山像（米沢市上杉博物館所蔵）③黒井堰水路橋（最上川横断部） 
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周辺マップ 

小其塚の遺跡と自然を守る 
～小其塚環境保全会～ 

高畠町小其塚地区は、ほ場整備事業の環境調査

で、希少植物の『こうほね』が群生しているこ

とが判明した。地区全体でこうほねを保護した

いという機運が高まり、黒井堰遺跡に移植し、

地域と共同で保護活動を行なっている。 

スイレンの仲間。６～９月に

花を咲かせる。浅い池や沼に

自生しており、生息地の減少

とともに、個体数も減少して

いる。根茎には解熱・鎮痛作

用があり、生薬として利用さ

れている。 

黒井堰遺跡 

１３ 

１５ 

こうほね（河骨）

黒井堰の近くには、新田ファーマーズマーケットとい

う直売所がある。(農楽里 2013 春号で紹介) 

ここは、地元産の農産物だけでなく、地元産の野菜を

使った加工品やスイーツも売っているという、ちょっ

と新しい直売所だ。 

黒井堰へ行った際に、ぜひ立寄ってみては。 

黒井堰水路橋 

黒井堰 

新田ファーマーズマーケット 

①黒井堰 ②黒井堰遺跡

④新田ファーマーズマー

ケット 

おそのづか 
航空写真提供：水土里ネットやまがた（水土里情報システム）


